
みんなで解
かい
決したい問い

ラーニング・マウンテン
―学びのプランを立てよう―
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元名〔  〕全（　　）時間

わかること・できること くふうして学ぼうとすること考えること・表
あらわ
すこと

【この単元に関
かか
わって知っていること・できること】

【この単元を通したふり返
かえ
り】

【第3 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第1ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第2 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

大事な言葉や文に気をつけて要
よう
約
やく
しよう

興
きょう

味をもったことを中心に、大事な言葉や文に気をつけて要約し、
紹
しょう

介
かい

する文章を書こう。

㋐　段
だん

落のまとまりやつながりを理解して文章の内容
よう

を捉
とら

える。
（⑴カ）

㋑　興味をもったことを中心に大事な言葉や文を見つけて内容
を要約し、紹介する文章を書く。（C⑴ウ）

㋒　文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまと
め紹介する。（C⑴オ）

⑧『ウミガメの命をつなぐ』を紹介する文章を書く。
⑨紹介する文章を読み合い、学習を振り返る。

興味をもったことを紹介する文章を書く活動を通して、段落と段落のつながりや事実と意見の関係から段落の要点を捉える。

①本を読んで内容をまとめた経
けい

験
けん

を振
ふ

り返り、『ウミガメの命
をつなぐ』を読んで学習課題を立てる。
	 紹介する文章を書くために必

ひつ

要なことを考え、学習課題の解
決の見通しとゴールをイメージする。

１

６

２

②③『ウミガメの命をつなぐ』を読み、名
な

古
ご

屋
や

港
こう

水族館が取り
組んだウミガメの研究をまとめる。

④⑤『ウミガメの命をつなぐ』を読んで最
もっと

も興味をもったこと
を明らかにし、大事な言葉や文を書き出す。また、興味を
もったことを中心に要約する。

⑥⑦興味をもったことを中心に、名古屋港水族館の研究につい
ての自分の考えをまとめる。

㋓　『ウミガメの命をつなぐ』を繰
く

り返し読み、内容などがわか
りやすい要約になるよう何度も書き直しながら、興味を
もった内容や自分の考えを伝える文章を書こうとする。

・・文章の内容を要約するとき、どのようなことに気をつけましたか。
・・自分の考えをまとめて書くときにどのような工

く

夫
ふう

をしましたか。

９

評
ひょう

価
か

　 ア イ ウ●●●

評価　 エ●

どのような言語活動を通してどのような力をつけてきたか？

本資料は、文部科学省による「教科書採択の公正確保について」に基づき、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」にのっとり、配布を許可されているものです。

小学校４年『ウミガメの命をつなぐ』授業のポイント
単元名 　大事な言葉や文に気をつけて要約しよう

　本教材は、絶滅危惧
ぐ

種であるウミガメを守る
ために、名古屋港水族館が長年にわたって取り
組んだ研究について説明した文章です。同水族
館は、さまざまな工夫や努力を重ね、ウミガメ
にたまごを産ませてかえす研究や子ガメを海に
放流して行動を調べる研究に取り組み、多くの
成果をあげてきました。児童は、水族館の取り
組み内容や水族館の人々の努力、ウミガメの生
態など、さまざまな視点から、興味や感想、考
えをもつことが考えられます。

１　単元で身につけたい資質・能力
　本単元では、目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約する力や、文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想や考えをもつ力をつけます。
　児童は、『ウミガメの命をつなぐ』を読み、調査報告に関する大事な言葉や文に注目しながら、教材
文の内容を紹介するための要約をしていきます。要約する際には、文章全体の内容を正確に把握した
うえで、元の文章の構成や表現をそのまま生かしたり、自分の言葉を用いたりして、文章の内容を短
くまとめることが求められます。また、内容の中心となる語や文を選び、文の量などを考えながら要
約することが重要となります。このように、本単元では、「文章全体の内容を把握するための読み」や
「中心となる語や文を選ぶための読み」など、重層的な読解を経て要約することが求められます。

２　評価規準

評価の観点 評　価　規　準

知識・技能 ・・段落の役割について理解している。…⑴カ

思考・判断・表現 ◎「読むこと」において、目的を意識して、中心となる語や文を見つけて要約
している。…Ｃ⑴ウ
・・「読むこと」において、文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考え
をもっている。…Ｃ⑴オ

主体的に学習に
取り組む態度

・・文章の内容を紹介する活動を通して、段落の役割を理解し、中心となる語や
文を見つけて要約することに向けた粘り強い取り組みを行う中で、自らの学
習を調整しようとしている。

本単元における子どもたちのゴールイメージ

　本単元では、『ウミガメの命をつなぐ』を読み、調査報告に関する大事な言葉や文に注目しながら、
文章の内容を紹介するための要約をします。そして、自分の考えとあわせて紹介する文章にまとめま
す。（ここでは、リーフレットにしてまとめたものを紹介しています。）
　第２ステージ②③の段階において、教材文全体の概要をまとめ、第２ステージ④⑤において、教材
文の中から特に自分が興味をもったことを中心に要約します。更に、第２ステージ⑥⑦において、興
味をもったことについての自分の考えを書きます。
　第３ステージでは、前時までに取り組んだ要約や自分の考えをもとに、紹介する文章をまとめます。
紹介する文章の各段落の記述内容を通して、目標の実現状況を評価します。

	 	リーフレットの文章例

解説 　�紹介する文章の第一段落は教材文全体の概要、第二段落は興味をもったことを中心とした内容
の要約、第三段落は興味をもったことに対する自分の考えを書いている。教材文全体をまとめ
た概要と要約の内容に重複があることから、第一段落を短くし、第二段落で研究の具体的な内
容についてまとめて書くようにしている。また、「あらゆるくふう」の具体的な内容を詳しく書
くことにより、第三段落に書いた自分の考えとのつながりをもたせようとしている。

興味をもったことを中心に大事な言葉や文を書き出し、調べたこととあわせて100字程度に要約
ワンポイント

解説 　�特に興味をもったことが明らかになるように内容を選び、
「何年もかけて」など、自分なりの言葉に言い換えたり新し
い情報を書き加えたりしながら100字程度にまとめている。
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興味をもったことについて大事な言葉や文を書き出したメモ 100字程度に要約した文章
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【第3 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第1ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉

【第2 ステージ（　　）時間】
〈こんな学習をしてこんな力を！〉


